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Ⅸ 神奈川大学学校 ボランティアの展開 (横浜キャンパス)





















































































































































Ⅸ 神奈川大学学校 ボランテ ィアの展 開 (横浜キ ャンパス)
かってくれます｡そのままだと気まずくなり､子どもはキレられた位
にしか思いません｡今はその初めて叱った子とは仲良くやってま
す｡｢叱る｣と｢怒る｣は違うと思います｡前者は相手を思って言う事
で､後者は自分の感情をぶつけてるだけです｡
また子どもの言葉遣いの悪さにビックリしました｡特に｢死ね｣が
頻繁に使われています｡凄く破壊力のある言葉だから使うべきで
ないと思います｡気に入らないとすぐ｢死ね｣と言ったり､殴ったりし
ます｡そういう行動はすぐに直るものではないので､時間をかけて
一緒に考えていけたらいいなと思います｡他にも､私に対して｢指
導員辞めれば｣と言った子もいました｡子どもが可愛いなんて思っ
てるだけじゃやってらんないだろうなって思いました(苦笑)｡それ
だけ子どもと向き合うのは莫軽しいと思いました｡
こんな事もありました.私と遊ぶために友達に嘘をついてしまっ
た女の子がいましたO私は嘘は許せないから厳しく叱りました.し
かし最初は｢あっそ｣みたいな感じで気まずい感じでしたが､次の
日こっそり｢昨日は嘘ついてごめんなさい｣と私に謝りに来てくれま
した｡凄く嬉しかったです.でも､すぐまた別のところで嘘をついて
いましたが-(泣)嘘をついたのには様々な原因があるので､時間
をかけて見ていこうと思いましたO
子どもは様々な事を抱えているんだなと思いました｡やはり家庭
の影響力は大きいです｡家庭が安定していないと､学校や学童な
どの場で荒れてしまうようです｡しかしそれは子どもに責任はない
けど許される事ではありません｡そういう行動をとっても友達は居
なくなってしまうんだと言う事を伝えていきたいです｡子どもが抱え
るものの発散方法を正しい方-導けたらいいなと思います｡
子どもと関わる事で､自分自身が色んな事を考えられてとても楽
しくて充実しています｡子どもと関わるって何だろうとか､先生って
何だろう､自分は子どもと関わる事で何を考えたり得たりしている
んだろう ･等沢山考える事があります｡きっとこれらは将来教員に
なる時に役立つかもしれません｡またそれだけでなく､子どもと関
わるボランティアをしている自分自身の成長にも繋がると思いま
す｡これから夏に向けて沢山の子どもと関わって自分自身が成長
出来たらいいなと思います｡
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